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湧水町堆肥センターのタ

イヤショベルのオイル

クーラー交換等に伴う修

繕料です。

都市的な感覚を取り入れ
た発想による本町の情報
発信を行い，地域活性化
を目的とした地域おこし
協力隊員の報酬です。
※地域おこし協力隊の業
務として，ふるさと納
税事業支援，観光ＰＲ
業務や，移住・定住事
業支援，空き家対策業
務などがあります。

畜産クラスター事業県補
助金を活用して，ナンチ
クファーム木原農場の子
豚舎の新設と既存施設の
設備更新に伴う補助金で
す。

（建設予定地）

防災備蓄品として，水，
米，おかず等，その他に，
毛布，おむつ，ブルーシー
ト，カセットコンロ等を
購入するための費用です。

消費者行政活性化事業県
補助金を活用して，町内
の高齢者等を悪徳商法か
ら守るために全戸に配付
するパンフレットの作成
に伴う印刷製本費です。

町オリジナル体操普及に
伴う地域等の研修に対す
る理学療法士等の講師謝
礼です。

畜産業費修繕料

地域おこし
協力隊員報酬

畜産クラスター
事業補助金

消耗品費

印刷製本費

研修会講師謝礼
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平成28年  第2回定例会

　第２回定例会は６月８日に招集され，６月２４日までの１７日間の会期で開催されま
した。
　今定例会では，報告１件，財産の無償貸付の更新２件，地域おこし協力隊員設置に伴
う報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正，教育委員会委員の任命に伴う同意１件，
補正予算３件などの議案が提案され，それぞれ可決しております。また，陳情１件が採
択され，それに伴う意見書を可決しております。
　一般質問では，議員６名が１０項目について質問しました。

保育の充実を目的とした

二ツ葉保育園の園舎改

築整備に対する補助金で

す。

森の館湯ったり館のシロ

アリ駆除及び畳替え等を

行うための修繕料です。

温泉ポンプの故障時に迅

速に対応するための予備

ポンプ購入費です。

総額 71億8,061万8千円に

一般会計補正予算（第２号）
２億7,339万4千円可決

保育所等
整備補助金観光費修繕料シルバーケアセン

ター用備品購入費
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

報 告
第 １ 号

平成27年度湧水町一般
会計予算繰越明許費繰
越計算書について

平成２７年度湧水町一般会計予算を平成２８年
度に繰り越したので，地方自治法施行令第１４６
条第２項の規定により，報告するもの。
（繰越した事業・・７事業　繰越額２億７４８３
万８千円）

―

議 案
第４４号

財産の無償貸付につい
て

昭和５４年度農林業同和対策事業により設置し，
平成１８年７月に譲渡した施設の土地を，関係者
で組織する西永山地区共同利用組合に無償貸付
の更新をし，農業の振興と経営の安定を図ろうと
するもの。

原案
可決

議 案
第４５号

財産の無償貸付につい
て

町有地を，関係者で組織する川添牧野組合に無償
貸付の更新をし，採草放牧用地として活用するこ
とにより，畜産の振興と経営の安定を図ろうとす
るもの。

原案
可決

議 案
第４６号

湧水町報酬及び費用弁
償等に関する条例の一
部を改正する条例の制
定について

地域以外の人材を誘致することで，都市的な感覚
を取り入れた発想による湧水町の情報発信を行
い，地域の活力と地域活性化の担い手となる人材
の確保及び定住促進を図りたいことから湧水町
地域おこし協力隊を設置したいため，所要の改正
をしようとするもの。

原案
可決

議 案
第４７号

平成２８年度湧水町一
般会計補正予算（第２
号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億７
３３９万４千円を追加し，歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ７１億８０６１万８千円とす
るもの。

原案
可決

議 案
第４８号

平成２８年度湧水町国
民健康保険事業特別会
計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６万
８千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ１８億４１５５万３千円とするもの。

原案
可決

議 案
第４９号

平成２８年度湧水町水
道事業会計補正予算
（第１号）

防災備蓄用給水袋購入として６ℓ入り容器１，０
００個の消耗品費の増額と簡易水道事業統合整
備に伴う給水工事の増額が主なもの。

原案
可決

同 意
第 ２ 号

教育委員会委員の任命
について

教育委員会の委員の任期満了に伴い，地方教育行
政の組織及び運営に関する法律の規定により，議
会の同意を求め，任命しようとするもの。
委員：湧水町鶴丸　玉利　昌子氏

同意

陳 情
第 １ 号

精神障がい者の交通運
賃割引を求める意見書
提出を求める陳情書

Ｐ５参照 採択

発 議
第 １ 号

精神障がい者の交通運
賃割引を求める意見書 Ｐ５参照 原案

可決
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精神障がい者の交通運賃割引を求める意見書提出を求める陳情書

陳情者：鹿児島県精神保健福祉連合会　理事長　山川　伯明　氏
　　　　湧水町川西　南　育子　氏

　平成２６年２月，日本は国連障害者権利条約の締結国となりました。この４月には「障
害者差別解消法」が施行されています。国連障害者権利条約第４条は「障害者に対す
る差別となる既存の法律，規則，慣習及び慣行を修正し，又は廃止するための全ての
適当な措置をとること」「この条約と両立しないいかなる行為又は慣行も差し控えるこ
と」を明文化し，障害者差別解消法第１条も，「この法律は，障害者基本法の基本的な
理念にのっとり，全ての障害者が，障害者でない者と等しく，基本的人権を享有する
個人として，その尊厳が重んぜられ，その尊厳にふさわしい生活を保障される権利を
有することを踏まえ，障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本的な事項，行
政機関等及び事業者における障害を理由とする差別を解消するための措置等を定める
ことにより，障害を理由とする差別の解消を推進し，もって全ての国民が，障害の有
無によって分け隔てられることなく，相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する
社会の実現に資することを目的とする」と定めています。しかし，大きな現実として，
なお精神障がい者は，身体障がい者及び知的障がい者と異なり，精神障がい者に対す
る鉄道等他の公共交通機関の運賃割引制度の導入は未だに進んでいない状況にあるこ
とから，国に対して，精神障がい者も身体障がい者や知的障がい者同等に交通運賃割
引制度の適用を求める意見書を，国の関係機関に提出していただきたいとするもの。

　障害の有無によって分け隔てられることなく，相互に人格と個性を
尊重し合いながら共生する社会の実現に資することを目的する陳情の
趣旨は理解できること等により採択。
※採択により，関係各大臣宛てに意見書を提出しました。

採択

どうなった !

私
の
陳
情
書

地方創生・議会活性化等調査特別委員会　委員長報告
平成２８年６月２４日
委員長　久留須　修

　当特別委員会では，吉松駅周辺まちづくりに関する分野において，小委員会と特別委員会をそ
れぞれ２回ずつ開催し，吉松駅周辺まちづくり推進計画策定協議会を傍聴するなど，全議員で情
報共有を行って参りました。また，今回，策定された吉松駅周辺まちづくり推進基本計画書につ
いて，第２０回特別委員会で説明を受け，地域再生計画の認定に向けた今後の取組みについての
考え方が確認されました。 
　なお委員会の中で，今後，予算等も絡んでくるので，推進会議等での審査・審議に加わること
はできない。また，計画書が策定されたことで，小委員会としての目的は達成されたとの見解から，
小委員会は解散するが，今後については，特別委員会全体で説明等を受け意見を述べるとともに，
進捗状況等の把握のため，推進会議等の開催について，担当課より情報を提供していただき，可
能なかぎり傍聴を実施していきながら，本会議や委員会予算審議等の中で，各議員より意見を述
べていくとの考え方が取りまとめられました。
　最後に，住民及び行政が一体となり作り上げた今回の吉松駅周辺まちづくり推進基本計画を基
に，今後，地域再生計画が認定され，また事業化されることで，本町全体が活性化されることを
願いしまして，湧水町地方創生・議会活性化等調査特別委員会の経過報告を終わります。
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一 般 質 問

町 政 を 問 う !

　

熊
本
地
震
を
踏
ま
え
災

害
時
の
備
蓄
品
を
学
校
施

設
に
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
，

地
震
対
策
の
避
難
施
設
に
な
っ
て
い
る

町
施
設
に
つ
い
て
も
同
様
に
備
蓄
品
等

の
整
備
を
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　

備
蓄
品
を
学
校
施
設
及

び
避
難
所
に
指
定
し
て
い

る
全
て
の
町
有
施
設
に
整
備
し
ま
す
と
，

施
設
管
理
上
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
，
吉
松
・
栗
野
地
区
の
各
１
か

所
ず
つ
に
町
有
施
設
の
倉
庫
等
を
確
保

し
て
備
蓄
す
る
予
定
で
す
。

　

学
校
の
耐
震
化
が
着
実

に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す

が
，
防
災
対
策
で
非
構
造
部
材
の
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築

さ
れ
た
施
設
は
，
耐
震
補

強
工
事
等
を
実
施
し
，
施
設
の
構
造
体

の
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
非
構
造
部
材
の
対
策
は
，
文

部
科
学
省
が
発
行
す
る
天
井
等
落
下
防

止
対
策
の
手
引
き
や
耐
震
化
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
を
参
考
に
全
施
設
の
安
全
点

検
を
平
成
25
年
度
に
実
施
し
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
継
続
的
に
防
災
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鳥
獣（
カ
ワ
ウ
）の
被
害
対
策

に
つ
い
て　

内
水
面
漁
業
の
振
興

に
関
す
る
法
律
に
定
め

て
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
責
務
に
従
い

本
町
に
お
け
る
内
水
面
漁
業
の
振
興
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

　

本
町
の
内
水
面
漁
業
は
，

ニ
ジ
マ
ス
や
コ
イ
な
ど
和

食
文
化
と
密
接
に
か
か
わ
る
水
産
物
を

供
給
す
る
ほ
か
，
川
内
川
上
流
漁
業
組

合
に
よ
る
河
川
へ
の
稚
魚
の
放
流
や
漁

場
環
境
の
保
全
を
通
じ
て
釣
り
を
は
じ

め
自
然
と
親
し
む
多
面
的
機
能
を
発
揮

し
，
潤
い
の
あ
る
住
民
生
活
に
大
き
く

寄
与
し
て
お
り
，
状
況
に
応
じ
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

カ
ワ
ウ
を
有
害
鳥
獣

の
駆
除
事
業
の
捕
獲
対

象
種
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た

捕
獲
対
象
と
し
た
場
合
に
助
成
は
で
き

な
い
か
。　

　

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
の

捕
獲
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
，
カ
ワ
ウ
の
飛
来
時
期
が
寒
冷
期
で

捕
獲
が
河
川
で
あ
り
証
拠
物
の
取
得
が

非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
現
在

は
捕
獲
物
に
対
す
る
助
成
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

震災対策（災害時の備蓄品整備と学校施設の整備）について

備蓄品を吉松・栗野地区の各１か所ずつ町有施設に備蓄

吉永　義和　議員

町
長

教
育
長

吉
永

吉
永

吉
永

吉
永

町
長

町
長

突然の地震

・ライフラインの途絶
・物流の麻痺

災害は穏やかな日常に突如襲ってきます
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一 般 質 問

町 政 を 問 う !ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

　
　

先
の
一
般
質
問
の
答

弁
で
「
毎
月
両
親
に
協
力

い
た
だ
き
今
後
も
財
産
処
分
や
年
金
の

満
額
支
給
と
な
っ
た
時
や
臨
時
収
入
が

あ
っ
た
時
は
返
済
に
充
て
る
」
と
述
べ

ら
れ
た
が
，
返
済
が
あ
っ
た
も
の
か
，

あ
れ
ば
そ
の
金
額
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

財
産
処
分
は
山
林
の
処

分
を
検
討
さ
れ
，
現
地
調

査
も
行
わ
れ
た
が
進
入
路
も
な
く
，
高

低
差
も
あ
り
売
却
は
難
し
い
。
臨
時
収

入
は
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
補
助

金
を
全
額
返
済
41
万
４
千
円
。
父
親
の

年
金
支
給
が
本
年
２
月
か
ら
始
ま
り
，

毎
月
の
返
済
額
が
１
万
円
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

平
成
27
年
９
月
以
降
の

経
過
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

月
毎
の
返
済
額
は
，
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　

27
年
９
月
か
ら
28
年
１

月
ま
で
10
万
円
ず
つ
，
２

月
か
ら
５
月
ま
で
11
万
円
ず
つ
，
合
計

94
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
長
，
副
町
長
，
会
計

管
理
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
本
人
及
び
家
族
と
接
見
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
，
返
済
に
対
し
本
人
及
び
家

族
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

　

両
親
が
自
宅
に
来
ら
れ

た
の
で
，
町
長
室
に
来
る

よ
う
に
追
い
返
し
た
こ
と
が
あ
り
，
接

見
し
た
場
合
に
言
い
訳
は
聞
き
た
く
な

い
か
ら
会
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

何
ら
か
の
形
で
ま
と

ま
っ
た
お
金
を
作
る
よ
う
，

財
産
処
分
も
含
め
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

両
親
も
必
ず
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
お
金
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
が
完
済
す

る
ま
で
は
，
責
任
を
も
っ
て
職
務
と
し

て
，
両
親
，
本
人
と
の
接
見
を
続
け
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

刑
事
告
訴
に
つ
い
て
は
，

ど
の
よ
う
な
状
況
か
伺
い

ま
す
。

　

捜
査
に
関
す
る
こ
と
は

教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
が
，

今
後
，
栗
野
庁
舎
に
お
い
て
，
支
払
伝

票
等
を
中
心
に
証
拠
書
類
等
の
調
査
が

始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
退
表
明
後
「
行
政
の

執
行
者
と
し
て
，
自
分
が

行
っ
た
こ
と
は
そ
の
場
そ
の
場
で
判
断

さ
れ
る
。
残
り
の
任
期
を
全
身
全
霊
を

傾
け
て
取
り
組
む
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
，
横
領
金
の
返
済
に
つ
い
て
も
残

任
期
間
中
に
全
て
返
済
さ
せ
る
考
え
が

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　

本
人
，
両
親
の
意
の
と

お
り
全
額
返
済
さ
せ
ま
す
。

元職員の公金横領について

町長の職を退いても終わりはない

久留須　修　議員

町
長

町
長

久
留
須

久
留
須

久
留
須

久
留
須

久
留
須

町
長

町
長

町
長

副
町
長

会
計
課
長
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中
津
川
に
あ
る
公
務
員

宿
舎
全
体
を
い
つ
で
も
受

け
入
れ
可
能
な
状
態
が
で
き
れ
ば
，
一

つ
の
自
治
会
の
受
け
入
れ
可
能
な
避
難

場
所
の
候
補
地
と
し
て
，
被
災
者
か
ら

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。
中
津
川
公
務
員
宿
舎

の
利
活
用
を
考
え
て
，
今
回
は
間
に
合

う
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
，
こ
の
機
に

い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
国
に
要
望
さ
れ

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

外
見
上
，
老
朽
化
が
目

立
ち
，
本
町
の
イ
メ
ー
ジ

を
損
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
今
後
，

活
用
方
法
に
つ
い
て
国
と
協
議
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
行
政
職
員
は

不
足
を
し
て
い
な
い
か
危

惧
し
て
い
ま
す
が
，
被
災
地
支
援
の
一

環
と
し
て
職
員
の
派
遣
を
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

５
月
31
日
か
ら
６
月
７

日
間
ま
で
の
８
日
間
職
員

２
名
を
派
遣
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
も
被

災
市
町
村
か
ら
の
派
遣
要
請
が
あ
れ
ば

随
時
対
応
い
た
し
ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
に
か
け
て
の
第
２

次
湧
水
町
行
政
改
革
大
綱
の
中
で
，
行

政
改
革
実
施
計
画
書
を
策
定
し
て
，
組

織
再
編
や
職
員
の
適
正
規
模
等
の
取
り

組
み
の
検
討
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
と

思
う
が
，
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ

れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
を
見
据
え

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し

た
施
策
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
執
行
で

き
る
行
政
組
織
へ
再
編
す
る
た
め
の
素

案
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
定
員
の
適
正

化
に
つ
い
て
，
基
本
，
退
職
者
の
人
数

に
応
じ
た
職
員
採
用
を
行
い
，
現
状
維

持
し
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
素
案
の
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
，

課
の
統
合
は
検
討
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

　

合
併
時
に
多
く
の
協
議

事
項
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

協
議
に
反
し
な
い
よ
う
に
慎
重
に
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
課
の
統
合
の

内
部
検
討
は
あ
り
ま
し
た
が
，
も
う
少

し
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
合
併
10
年
を
過
ぎ
ま
し
た
の
で
今

後
は
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
に
検

討
さ
れ
た
素
案
や
方
針
を

引
き
継
い
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

次
の
方
に
，
こ
の
内
容

を
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

境田　公明　議員

境
田

境
田

町
長

境
田

境
田

熊本地震に伴う中津川公務員宿舎の利用は

今後，活用方法について国と協議したい

境
田

町
長

町
長

町
長

町
長
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松元　昭治　議員

公共施設へのアクセスについて

今後十分調査を行い総合的に検討いたします

　

栗
野
地
区
に
あ
る
城
山

や
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の

施
設
は
，
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く

の
町
民
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
城
山
へ
の
交
通
の
利
便
性
と
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
町
道
城
山
２
号
線
と

農
道
綾
織
線
を
繋
い
で
い
る
道
路
を
拡

幅
す
る
等
の
整
備
を
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
い
ま
す
。

　

こ
の
路
線
は
，
町
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
の
社
会
教
育

施
設
や
城
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ア
ク
セ

ス
道
路
で
も
あ
り
，
現
在
，
松
尾
城

周
辺
の
整
備
も
行
っ
て
い
る
事
等
か
ら
，

今
後
十
分
調
査
を
行
い
総
合
的
に
検
討

い
た
し
ま
す
。

	

　

道
路
状
況
に
つ
い
て
，

城
山
入
口
か
ら
対
面
通
行

で
上
の
方
か
ら
下
り
て
来
る
方
も
い
ま

す
の
で
，
非
常
に
危
険
な
道
路
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
上
に
登
り
着

き
ま
す
と
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
色
々
な

施
設
が
あ
り
，
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
子
供

達
が
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
で
利
用

し
汗
を
流
し
て
い
ま
す
し
，
ま
た
多
く

の
高
齢
者
等
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
で
利
用
し
て
い
ま

す
。
な
お
，
昨
年
の
利
用
度
に
つ
い
て

は
，
述
べ
回
数
が
約
７
百
回
，
人
数
に

し
て
約
１
万
７
千
人
位
の
人
達
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
，
島
津
義
弘

公
の
縁
の
地
で
あ
る
旧
松
尾
城
の
城
跡

な
ど
が
あ
り
大
変
良
い
場
所
で
あ
り
ま

す
。
道
路
状
態
が
良
く
な
れ
ば
，
町
内

外
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
見
学
に

訪
れ
，
経
済
効
果
が
生
ま
れ
町
の
発
展

に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
が
，
道
路
整

備
に
つ
い
て
再
度
お
伺
い
し
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
施
設

は
，
多
く
の
高
齢
者
が
利

用
し
て
い
ま
す
が
，
使
い
易
い
道
路
で

は
な
い
の
で
，
使
い
易
い
道
路
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
流
末
の
関

係
や
，
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
を
十
分
踏

ま
え
，
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
松
尾
城
と
い
う

城
が
あ
り
ま
す
の
で
，
城
の
形
態
そ
の

も
の
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
な

い
と
思
い
ま
す
。
今
の
あ
の
松
尾
城
の

形
態
，
あ
れ
を
変
え
な
い
で
，
ど
う
い

う
ふ
う
に
し
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う

こ
と
も
十
分
検
討
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
元

町
長

町
長

松
元
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介護保険制度について

情報収集し公正か把握し適切な措置をとる

　

介
護
保
険
制
度
は
，
高

齢
者
を
支
え
る
制
度
で
，

保
険
料
は
町
民
が
支
払
っ
て
い
る
。
公

正
な
負
担
と
適
正
な
報
酬
を
前
提
と
す

る
。
事
業
所
へ
の
指
導
・
助
言
及
び

チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

指
導
で
き
る
事
業
所
は

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
の
み
で
あ
る
。
介
護
給
付
費
の

請
求
に
つ
い
て
，
不
正
・
不
当
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
，
事
実
関
係
を
把
握
し
公

正
，
適
切
な
措
置
を
取
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
の
保
険

者
で
あ
る
町
は
，
住
民
の

最
も
身
近
な
機
関
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
の
利
用
者
か
ら
の
苦
情
相
談

を
聞
き
事
業
者
に
対
す
る
調
査
，
助
言

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
相
談
窓
口

は
ど
こ
か
伺
い
ま
す
。

　

苦
情
相
談
窓
口
は
，
福

祉
課
，
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
，
情
報
収
集
な
ど
把
握
し
，

体
制
作
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

介
護
保
険
給
付
費
は

年
々
増
加
し
大
変
厳
し
い

運
営
と
な
っ
て
い
る
。
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
為
の
予
防
事
業
の
取
組
み
や

自
立
支
援
型
の
推
進
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

地
域
で
健
康
教
室
，
介

護
予
防
教
室
へ
の
参
加
を

し
て
い
た
だ
き
，
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操

の
普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

独
居
や
認
知
症
の
方
々

が
増
え
て
い
る
こ
と
で
個

人
財
産
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
，
救
済
措
置
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

　

知
的
障
害
，
認
知
症
，

精
神
障
害
が
あ
る
こ
と
に

よ
り
財
産
管
理
，
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
者
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
こ
と

が
，
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
成
年
後
見
制

度
が
，
こ
れ
ら
の
方
々
を
支
え
る
重
要

な
手
段
で
あ
る
。
社
会
福
祉
士
を
配
置

し
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

○
幼
稚
園
に
つ
い
て

　

町
立
幼
稚
園
の
活
性
化

方
策
に
つ
い
て
周
知
広
報

等
は
，
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
は
，

検
討
を
重
ね
，
現
在
，
掲

載
を
始
め
て
い
る
。
今
後
も
内
容
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
鹿
児
島
県

国
立
幼
稚
園
・
子
ど
も
園

協
会
研
究
大
会
が
吉
松
幼
稚
園
で
開
催

さ
れ
る
。
園
長
の
日
頃
の
努
力
が
実
っ

た
も
の
と
喜
ん
で
い
る
。
最
大
の
広
告

と
な
る
こ
の
機
会
を
捉
え
る
べ
き
と
思

う
が
，
如
何
か
。

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
が

今
後
さ
ら
に
充
実
す
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

○
そ
の
他
質
問

　
熊
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓
に
つ
い
て

森山　マスミ　議員

森
山

森
山

森
山

町
長

町
長

町
長

森
山

町
長

森
山

森
山

教
育
長

教
育
長
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宮里　廣昭　議員

熊本地震の支援対策について

要請があれば随時対応

　

今
回
の
熊
本
地
震
は
，

こ
れ
ま
で
に
な
い
災
害
に

見
舞
わ
れ
，
本
町
で
も
行
政
，
議
会
，

商
工
会
，
社
会
福
祉
協
議
会
と
色
々
な

団
体
等
が
支
援
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
，
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
今
な
お
，
多
く
の
方
々
が
避

難
生
活
を
送
る
状
況
で
あ
り
，
議
会
で

も
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
，
熊
本
県

は
湧
水
町
か
ら
す
る
と
近
隣
で
も
あ
り
，

支
援
対
策
と
し
て
，
こ
の
よ
う
な
非
常

時
こ
そ
栗
野
高
校
跡
地
を
避
難
所
と
し

て
提
供
す
る
考
え
も
あ
っ
て
も
良
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
が
，

町
長
と
し
て
熊
本
地
震
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

栗
野
高
校
跡
地
の
避
難

所
活
用
に
つ
い
て
は
，
県

の
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
，
長

期
休
止
状
態
中
で
あ
り
，
電
気
，
水

道
，
浄
化
槽
等
の
復
旧
が
必
要
で
あ
り
，

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
仮
設
住
宅
を
建
設
す
る

に
し
て
も
，
と
も
に
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
被
災
者
の
受
け
入
れ

は
，
町
営
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
，
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
被
災
者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
被
災
自
治
体
か
ら
の
何
か
し
ら

の
要
請
が
あ
れ
ば
，
随
時
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
が
ど
う
い
う
考
え
を

持
っ
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
，
本

町
の
敷
地
内
に
あ
る
栗
野
高
校
の
跡

地
を
避
難
所
と
し
て
提
供
し
ま
す
よ
と
，

一
番
先
に
名
前
を
挙
げ
て
も
よ
か
っ
た

の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

今
，
話
が
あ
っ
た
そ

の
点
で
す
が
，
状
態
か
ら
考
え
ま
し

て
，
ま
ず
救
援
的
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
行
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
今
言
わ

れ
た
と
お
り
，
こ
こ
に
土
地
が
あ
り
ま

す
よ
，
ど
う
使
っ
て
も
使
え
ま
す
よ
と
，

そ
こ
ま
で
当
時
は
考
え
方
が
回
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

宮
里

町
長

宮
里

町
長
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傍聴にお越しください。

次の定例会は9月上旬予定

議  会  の  動  き
月 期日 曜日 議会の動き

4
　
　
月

6日 水 ・各小学校入学式
・各中学校入学式

7日 木 ・議員全員協議会
・広報編集委員会

11日 月 ・町転入教職員宣誓式及び歓迎会
14日 木 ・広報編集委員会
19日 火 ・議会活性化小委員会

21日 木

・議員全員協議会
・第18回地方創生・議会活性化等調査特別委
員会
・広報編集委員会

26日 火 ・広報編集委員会

5
　
　
月

11日 水 ・議会運営委員会
・議員全員協議会

12日 木 ・県町村議会議長会臨時総会
・議員研修会

13日 金 ・議員全員協議会
・第１回議会臨時会

16日 月 ・県議会議員との意見交換会
22日 日 ・吉松小学校運動会
24日 火 ・議会運営委員会
25日 水 ・議員全員協議会　

26日 木 ・町防災会議
30日 月 ・議長・副議長研修会　※31日まで

6
　
　
月

6日 月 ・議会運営委員会
7日 火 ・議員全員協議会

8日 水 "・第２回定例会　本会議
・各常任委員会

9日 木 ・吉松駅前活性化小委員会
10日 金 ・本会議（一般質問２名）　

13日 月 ・本会議（一般質問２名）
・議会活性化小委員会　

14日 火

・本会議（一般質問２名）　
・議員全員協議会
・第19回地方創生・議会活性化等調査特別委
員会

17日 金 ・第20回地方創生・議会活性化等調査特別委
員会

22日 水 ・議会運営委員会

24日 金

・議員全員協議会
・第２回定例会　最終本会議
・議会活性化小委員会
・広報編集委員会

鹿児島県議会議員との意見交換会
田ノ上県議，山田県議，鶴丸県議，向井県議，４名の県議会議員と昨年開催した住民と語ろう会で出
された意見・要望等について，意見交換会を実施しました。


